
地
域
の
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
も
う
と
、
平
成
２７
年
２

月
に
設
立
さ
れ
た
天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
。
こ
れ
ま
で
買
い
物
ツ
ア
ー
や
空
き
家

の
調
査
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
、

設
立
か
ら
８
年
目
に
入
っ
て
い
る
。 

一
昨
年
か
ら
は
、
地
区
福
祉
委
員
会
や
老

人
会
、
民
生
・
児
童
委
員
と
協
力
し
、
小
学

校
の
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
「
天

見
放
課
後
学
習
会
」
も
実
施
し
て
い
る
。 

※
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！ 

 

一
方
で
、
同
会
は
、
若
い
世
代
の
交
流
や

バ
リ
バ
リ
働
く
現
役
世
代
を
対
象
と
し
た
活

動
が
あ
ま
り
な
く
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
。 

 

そ
こ
で
、
今
回
、
学
生
や
社
会
人
な
ど
現

役
世
代
を
対
象
に
、
天
見
地
域
で
の
暮
ら
し

や
遊
び
方
、
歴
史
や
空
き
家
、
教
育
環
境
な

ど
に
つ
い
て
、
初
対
面
で
も
気
楽
に
話
せ
る

情
報
交
換
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。 

 

現
役
世
代
は
、
仕
事
や
子
育
て
な
ど
で
多

忙
と
予
想
さ
れ
る
が
、
暮
ら
し
に
彩
り
や
潤

い
を
与
え
る
べ
く
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。 

   

日
時 

令
和
４
年
９
月
２５
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
後
３
時
～
７
時
（
出
入
自
由
） 

場
所 

農
産
物
加
工
所
大
地
の
里
「
友
邦
」 

 
 

 
 

※
千
早
口
駅
か
ら
徒
歩
２
分 

実
費 
３
０
０
円
（
飲
み
物
と
お
菓
子
代
） 

対
象 

学
生
や
社
会
人 

※
子
連
れ
可 

申
込 

メ
ー
ル
か
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で 
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令和 4 年 8 月発行 天見地域まちづくり新聞「あまみの

            

地
域
の
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
地
域
課

             

一
方
で
、
同
会
は
、
若
い
世
代
の
交
流
や

             

             

９
月
２５
日
（
日
）
午
後
３
時
～ 

友
邦
に
集
合
！ 

あまみの風」第 15 号 

発
行
元 

天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

会
長 

原
五
郎 

協 

力 

河
内
長
野
市
役
所
（
自
治
協
働
課
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ク
リ
ー
ム
も
買
え
る
」
な
ど
、
こ
の
移
動
販

売
車
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
に
シ
ニ
ア
の
笑

顔
が
生
ま
れ
は
じ
め
て
い
る
。 

        

の
集
い
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

日
時 

令
和
４
年
９
月
16
日
（
金
） 

 
 

 
 

 
 

午
前
11
時
～
11
時
20
分 

場
所 

農
産
物
加
工
所
大
地
の
里
「
友
邦
」 

  

今
後
は
、
毎
月
第
３
金
曜
の
午
前
11
時
～

11
時
20
分
を
、
「
友
邦
お
買
い
物
の
集
い
」

と
題
し
て
、
定
例
化
す
る
予
定
。 

 

福
祉
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
で
の
声

か
け
や
誘
い
合
わ
せ
を
期
待
す
る
。 

           

       

 

売
車
「
お
買
い
物
便
」
が
活
躍
し
て
い
る
。 

 

バ
ス
の
よ
う
な
車
内
に
は
食
品
・
日
用
品

１
０
０
０
種
類
以
上
を
そ
ろ
え
、
ほ
し
い
商

品
が
な
け
れ
ば
次
回
に
注
文
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
も
特
徴
。
店
舗
で
販
売
し
て
い
る
商
品
と

ほ
ぼ
同
じ
鮮
度
、
同
じ
値
段
で
販
売
し
て
い

る
た
め
、
小
さ
い
な
が
ら
も
ま
る
で
一
つ
の

お
店
の
よ
う
だ
。 

 

利
用
者
か
ら
は
、「
商
品
を
手
に
取
っ
て
買

え
る
か
ら
う
れ
し
い
」
、
「
普
段
は
家
に
こ
も

り
が
ち
な
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
話
し
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
、
「
新
鮮
な
お
造
り
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
も
買
え
る
」
な
ど
、
こ
の
移
動
販

         

そ
こ
で
、
天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
福
祉
委
員
会
が
連
携
し
、
シ
ニ
ア
の
皆
さ

ん
に
移
動
販
売
車
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
右
記
の
と
お
り
「
友
邦
お
買
い
物

の
集
い
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。 

多
面
的
な
機
能
へ
の
理
解
と
協
力
を
進
め

る
た
め
、農
林
水
産
省
が
優
良
な
棚
田
を
認

定
す
る
と
い
う
制
度
で
、全
国
で
２
７
１
の

棚
田
が
選
ば
れ
た
。 

 

惣
代
の
棚
で
は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

維
持
・
保
全
に
取
り
組
み
、
地
域
振
興
に
つ

な
が
る
活
動
が
評
価
さ
れ
た
。 

      

培
・
収
穫
、
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
作
り
な
ど
、

様
々
な
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。  

 

同
法
人
の
藪
本
さ
ん
に
聞
く
と
、「
地
域

内
外
の
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
、
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で

い
き
た
い
」
と
の
こ
と
。
今
後
も
地
域
で
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
。 

      

    

現
在
、
地
域
で
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
増
え
、
買
い
物
に
不
便
を
感
じ
る
人
も
少

な
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、
岩
瀬
地
域
で

は
、
大
阪
い
ず
み
市
民
生
協
に
よ
る
移
動
販

売
車
「
お
買
い
物
便
」
が
活
躍
し
て
い
る
。 

        

    

今
年
３
月
、
清
水
地
区
に
あ
る
惣
代
（
そ

し
ろ
）
の
棚
田
が
、
国
の
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺

産
」
に
認
定
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
は
、棚
田
地
域
の
活
性
化
や
棚
田
の

多
面
的
な
機
能
へ
の
理
解
と
協
力
を
進
め

    

中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里

山
ひ
だ
ま
り
フ
ァ
ー
ム
は
、地
域
保
全
活
動

は
も
と
よ
り
、
石
仏
小
学
校
の
農
業
体
験
学

習
や
、
南
海
電
鉄
と
連
携
し
た
小
麦
の
栽

培
・
収
穫
、
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
作
り
な
ど
、


